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1. 大きなすべりは破壊開始点
から阿蘇カルデラ入り口まで．

2. 特に大きなすべりは西原村
付近の浅い部分．

3. 横ずれ成分だけでなく，かな
りの正断層成分を持つ．

4. そのため，断層直交方向で
はなく，斜交する方向の東西
成分が大きな揺れとなった．

最終すべり量とそのベクトルの分布．

かなりの正断層成分を持つことは
1. GCMTやUSGSのCMT解
2. 地表地震断層の一部
3. 余震メカニズムの一部
と整合的である．

GCMT USGS W phase

最大すべり8.3m, 
M0=4.6 1019Nm (Mw 7.0)
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